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2025年度　城北高校【数学】大問２
 

（１）
下の図のように、ＡＣ＝１、ＢＣ＝２である直角三角形ＡＢＣの外側に、
正三角形ＡＣＤを作る。ＡＣとＢＤの交点をＥとするとき、線分ＤＥの長さを求めよ。

（２）
下の図のように１辺の長さが３の立方体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨがあり、
ＡＰ：ＰＢ＝ＥＱ：ＱＦ＝２：１である。直線ＰＱを軸としてこの立方体を一回転させたとき、
正方形ＣＤＨＧが通過してできる立体の体積を求めよ。
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（３）
下の図のように、点Ｏを中心とする円があり、ＡＢ＝ＡＣ、∠Ａ=38°である△ＡＢＣがこの円に
内接している。辺ＡＣ上に∠ＢＤＣ＝76°となる点Ｄをとるとき、∠ＣＯＤの大きさを求めよ。

＠検証用＠
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